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的で来日し、多剤耐性アシネトバクターが分離された一例．第 28 回日本臨床微生物学会総会・学術集会；2017 Jan 
20-22；長崎． 
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8)  前田慎一，中川泰雅，斎藤律子，青木泰子，北川洋子，山本善裕．挿管患者の口腔ケアに感染管理ベストプラクテ
ィスを導入した効果．第 32 回日本環境感染学会総会・学術集会；2017 Feb 24-25；神戸． 
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10)  河合暦美，松本かおる，東 祥嗣，酒巻一平，山本善裕．ART 開始後早期に侵襲性肺アスペルギルス症を発症した
AIDS の一例．日本医真菌学会東海・北陸支部 第 2 回深在性真菌症部会；2017 Mar 25；富山． 
11)  東 祥嗣*，松本かおる，河合暦美，酒巻一平，山本善裕．菌血症診療における Active Consultation の有用性の検討．
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用量調整は必要か？．第 91 回日本感染症学会総会・学術講演会 第 65 回日本化学療法学会学術集会 合同学会；2017 
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2017 Apr 6-8；東京． 
14)  淺野雅俊，辻 泰弘，尾上知佳，福森史郎，東 祥嗣，酒巻一平，山本善裕．リネゾリド薬物動態特性にリファン
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16)  門田卓美，野村信彦，満山順一，浅野裕子，岩崎博道，大野智子，澤村治樹，柴田尚宏，末松寛之，松川洋子，松
原茂規，山岡一清，山本善裕，山岸由佳，三鴨廣繁．2015～2016 年に中部地方の医療機関で分離された肺炎球菌の
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岐阜． 
22)  東 祥嗣*，河合暦美，酒巻一平，山本善裕．カンジダ血症における原因菌種迅速同定検査法の確立．第 61 回日本
医真菌学会総会・学術集会；2017 Sep 30-Oct 1；金沢． 
23)  山本善裕．ICD 講習会 院内感染対策と真菌症「肺真菌症の感染制御」．第 61 回日本医真菌学会総会・学術集会；2017 
Sep 30-Oct 1；金沢． 
24)  山本善裕．教育研修講演 抗菌薬適正使用の考え方 ～整形外科領域を含めて～．第 129 回中部日本整形外外科災害
外科学会・学術集会；2017 Oct 6-7；富山． 
25)  山本善裕．抗菌薬適正使用の考え方 ～薬剤耐性対策アクションプランを含めて～．第 57 回日本内科学会信越支部
生涯教育講演会；2017 Oct 9；新潟． 
26)  辻 泰弘，山本善裕．パネルディスカッション 感染症領域における治療薬物モニタリング 現状と課題「新規抗
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原茂規，山岡一清，山本善裕，山岸由佳，三鴨廣繁．2015~2016 年に中部地方の医療施設で分離された肺炎球菌の
莢膜血清型分布．第 60 回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2017 Oct 26-28；長崎． 
31)  仁井見英樹，東 祥嗣，山本善裕．菌数を敗血症の新規バイオマーカーとする迅速同定検査システムの開発．第 60
回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2017 Oct 26-28；長崎． 
32)  田中知暁，野村伸彦，満山順一，浅野裕子，岩崎博道，大野智子，澤村治樹，柴田尚宏，末松寛之，松川洋子，松
原茂規，山岡一清，山本善裕，山岸由佳，三鴨廣繁．2014~2015 年に中部地方の医療施設で分離されたインフルエ
ンザ菌の感受性サーベイランス．第 60 回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2017 Oct 26-28；長崎． 
33)  尾上知佳，辻 泰弘，山本善裕．シンポジウム 薬物血中濃度を臨床に活用する方策「ダプトマイシンの TDM の必
要性」．第 64 回日本化学療法学会東日本支部総会；2017 Oct 31-Nov 2；東京． 
34)  仁井見英樹，東 祥嗣，山本善裕．菌数を敗血症の新規バイオマーカーとする起炎菌迅速同定・定量検査システム
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の開発．第 66 回日本感染症学会東日本地方会学術集会；2017 Oct 31-Nov 2；東京． 
35)  木谷健人，押田達郎，河岸由紀男，村中絵美理，辻 博，山本善裕．多彩な所見を伴った Legionella pneumophila 血
清群 2 型による市中肺炎の 1 例．第 79 回呼吸器合同北陸地方会；2017 Nov 11-12；富山． 
36)  山本善裕．抗菌薬適正使用の考え方 ～薬剤耐性対策アクションプランを含めて～．第 58 回日本内科学会北海道支
部生涯教育講演会；2017 Nov 19；旭川． 
 
◆ その他 
1)  山本善裕．啓発・教育・サーベイランス・・～ICT としての戦略的な取組み～．ICT Symposium in Osaka；2017 Feb 4；
大阪． 
2)  山本善裕．呼吸器感染症の最新の話題．第 39 回兵庫呼吸器疾患研究会；2017 Feb 23；神戸． 
3)  山本善裕．抗菌薬適正使用を考える．第 2 回長崎県ベーシックセミナー；2017 Mar 9；長崎． 
4)  山本善裕．健康なのに肺炎予防って必要？．成人ワクチンお昼の Web 講演会；2017 Apr 12；東京． 
5)  山本善裕．市中肺炎の治療．平成 29 年度第 1 回薬剤師抗菌化学療法実践教育プログラム；2017 Apr 16；神戸． 
6)  山本善裕．抗菌薬適正使用の考え方 ～薬剤耐性対策アクションプランを含めて～．日本病院薬剤師会平成 29 年度
感染制御専門薬剤師講習会；2017 May 20；京都． 
7)  山本善裕．院内感染対策の基本から応用まで ～抗菌薬適正使用の考え方を含めて～．平成 29 年度第一回愛知県実
践感染対策カンファランス；2017 May 23；長久手． 
8)  山本善裕．難治化するアスペルギルス症 ～肺アスペルギルス症の脅威～．第 38 回関東医真菌懇話会；2017 Jun 10；
東京． 
9)  山本善裕．耐性菌感染症に対する最新の治療戦略 ～MRSA 感染症を中心に～．北信地区 MRSA 講演会；2017 Jun 16；
長野． 
10)  山本善裕．抗菌薬適正使用の考え方 ～薬剤耐性対策アクションプランを含めて～．日本病院薬剤師会平成 29 年度
感染制御専門薬剤師講習会；2017 Jul 22；横浜． 
11)  山本善裕．私が想う抗菌薬適正使用の考え方．第 18 回熊本感染症カンファランス；2017 Jul 28；熊本． 
12)  山本善裕．薬剤耐性対策アクションプランと抗菌薬適正使用の考え方．第 19 回新潟県 IC フォーラム；2017 Jul 29；
新潟． 
13)  山本善裕．感染制御の重要性 ～ひとりひとりができること～．亀田総合病院院内感染対策研修会；2017 Sep 14；千
葉． 
14)  山本善裕．感染制御の重要性 ～ひとりひとりができること～．感染予防セミナーin 敦賀；2017 Nov 10；敦賀． 
15)  山本善裕．感染対策の必要性と地域連携．第 15 回富山県感染対策担当者養成研修会；2017 Nov 11；富山． 
16)  山本善裕．感染制御の重要性 ～ひとりひとりができること～．平成 29 年鳥取感染対策セミナー；2017 Nov 17；鳥
取． 
17)  山本善裕．抗菌薬適正使用の考え方 ～薬剤耐性対策アクションプランを含めて～．平成 29-30 年富山県薬剤師会生
涯教育研修会；2017 Dec 14；富山． 
18)  酒巻一平．インフルエンザに関する最新の話題．感染症フォーラム in Toyama；2017 Jan 26；富山． 
19)  酒巻一平．発熱性好中球減少症（FN）のマネージメント. 富山県病院薬剤師会感染制御研修会；2017 Jan 21；富山． 
20)  酒巻一平．CVC を挿入した患者が FN を起こした場合，カテーテルの抜去は推奨されるか？ ガイドライン委員会企
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22)  酒巻一平．抗菌薬の基礎知識と適正使用．第 15 回富山県感染対策担当者養成研修会；2017 Oct 28；富山． 
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富山． 
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